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 １０月最後の日曜日に、東京からお連れ合いと二人で来て

くださった、Ｅ さん。お客様になっていただいて、１０年近くに

なります。Ｅ さんからは、畑で「びっくり仰天！」のお話を伺

いました。なんと、東京で自分

たちがやっていた国産小麦と

天然酵母の「エルマーのパ

ン」という小さな店に、買いに

来てくださっていたのです。も

う２５年ほど前のこと。偶然手

に取った『おいしいから野菜料理』（2000 年 自然食通信社刊）という本で、パン屋

から百姓になった私たちの話を読んで、野菜セットを申し込んでくれたそうです。

そして、今は、息子の「ノラのパン」を注文してくださっているのです。 

 『おいしいから野菜料理』は、今年の春、増補改訂版（2000 円+税）が出ました。

私たちも再度取材を受けて、登場しています。「季節に教わるレシピ」と題して、

777種の料理が載っています。冬の里芋、白菜だけで、44種。いろいろなヒントが

いっぱいです。じっくり向き合えば、我が家の新しい定番が生まれることでしょう。 

 

    里芋里芋里芋里芋のののの危機危機危機危機        

 里芋に襲いかかったのは、カラスの大群。下の写真、手前一列の地上部がボロ

ボロ。これまでも、被覆資材を破られたり、植えた玉ねぎ苗を引っこ抜かれたりと、

数々の悪さをされてきましたが、これは前代未聞。近くの県道で、大狸が交通事故

死していて、カラスがずい分と集まってきていたのが、きっかけのようです。 

 １０月に入ってから、ケモノたちの動きが、活発になっています。イノシシはもと

より、シカまで登場。隣町の県道でシカが車にぶつかったという数日後には、自宅

と畑の中間くらいのところで、シカ３頭の目撃情報があり、とうとう里山に面したうち

の畑を、横切っている足跡を発見。

「イノ・シカ・カラス」そろい踏みの「野

の扉」です。 

地下の里芋は無事で、今年は豊作。

うちでは、不作のジャガイモ代わりに、

シチューやカレーに入れています。

皆さまも、たくさん使ってください。 

（１１月３日 泰子） 
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